
第
七
章

(
最
終
回
)

善
隣
訳
書
館
に
つ
い
て

長
田
隣
訳
書
館
に
つ
い
て
は
、
前
章
で
内
藤
湖
南
の

証
一
一
一
一
口
を
引
い
て
簡
単
に
触
れ
た
。
そ
れ
は
、
清
国
を

は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
士
に
た
い
し
、

明
治
維
新
に
成
功
し
た
日
本
の
文
明
的
達
成
を
漢
訳

し
て
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
岡
本
監
輔
や
吾
妻

兵
治
が
一
八
九
九
年
上
半
年
の
頃
に
発
足
を
準
備
し

て
い
た
出
版
社
だ
っ
た
。
活
動
期
間
も
短
く
今
で
は

ほ
と
ん
ど
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
が
、
日
清
戦
争
後
に

お
け
る
日
本
人
の

H

隣
H

国
へ
の
関
わ
り
万
と
い
う

点
で
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
こ
こ
ろ
み
だ
っ
た
の
で

あ
る
。い
心
配
口
隣
訳
書
館
が
最
初
に
刊
行
し
た
書
物
は
、
『
大

日
本
維
新
史
』
『
同
議
一
千
』
『
戦
法
学
』
『
日
本
警
察

新
法
』
の
四
点
で
あ
る
川
。
目
賭
す
る
こ
と
が
で
き

た
前
一
一
一
書
の
奥
付
に
よ
れ
ば
、
刊
行
年
月
日
は
い
ず

れ
も
明
百
三
十
二
(
一
八
九
九
)
年
十
二
月
十
三
日

狭

間

部 4 占

大 i旦

名
誉

g樹

で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
一
一
一
書
と
も
「
大
日
本

/
善
隣
訳
/
書
館
版
」
の
方
形
蔵
版
印
は
も
ち
ろ
ん
、

せ
き
た
い

著
名
の
書
家
石
球
居
士
永
坂
周
の
封
面
題
字
・
罫
組

み
な
ど
の
様
式
を
そ
ろ
え
て
、
い
わ
ば
叢
書
の
ス
タ

イ
ル
を
と
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、

お
そ
ら
く
第
四
の
も
の
も
同
日
の
刊
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。

三
書
の
奥
付
に
よ
れ
ば
、
善
隣
訳
書
館
の
所
在
地

は
「
東
京
市
神
田
猿
楽
町
三
了
間
三
番
地
」
、
館
の

代
表
者
と
し
て
は
松
本
正
純
の
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
発
行
者
と
し
て
は
善
隣
訳
書
館
と
並
べ
て
国
光

社
(
代
表
者
は
西
沢
之
助
)
の
名
が
見
え
る
が
、

国
光
社
は
伝
統
的
な
子
女
教
育
の
雑
誌
『
女
鍛
』
な

ど
で
一
定
の
地
歩
を
占
め
て
い
た
出
版
社
だ
か
ら
、

お
そ
ら
く
新
発
足
の
善
隣
訳
書
館
の
側
が
販
売
の
便

宜
の
た
め
に
協
力
を
頼
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。「
大
日
本
維
新
史
』
は
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
資
場

し
た
重
野
安
縛
の
著
書
で
あ
る
。
そ
の
「
序
」
山
に

は
明
治
維
新
を
評
し
て
こ
う
言
っ
て
い
る
。

明
治
の
中
興
、
世
人
は
称
し
て
復
古
と
日
い
、

復
た
維
新
と
日
う
。
:
:
:
神
祖
位
を
檀
原
に
正

し
て
よ
り
、
年
を
歴
る
こ
と
二
千
五
百
余
、
世

を
累
ね
る
こ
と
二
臼
二
十
余
な
り
。
:
:
:
蓋
し

中
宗
の
改
政
は
、
法
を
惰
庸
に
取
り
、
明
治
の

史
張
は
、
美
を
欧
米
に
採
る
。
聖
詔
に
一
五
う
有

り
、
出
習
を
破
り
公
道
に
基
づ
き
、
智
識
を
世

界
に
求
む
と
。
此
れ
今
上
限
極
の
初
、
神
明
に

誓
う
所
以
な
り
。
爾
来
三
十
余
年
、
鋭
意
励
精
、

別
刷
振
作
し
、
騒
々
乎
と
し
て
日
に
国
威
を
進

め
て
海
外
に
耀
か
せ
し
は
、
誓
文
の
旨
に
本
づ

か
、
さ
る
こ
と
莫
し
。

神
祖
(
神
武
天
皇
)
の
開
国
よ
り
二
千
五
百
余
年
、

そ
の
間
に
中
宗
(
天
智
天
皇
)
に
よ
る
政
治
改
革
、

す
な
わ
ち
遣
問
使
・
遣
唐
使
を
派
遣
し
て
陪
唐
よ
り

学
ん
で
古
代
の
律
令
国
家
を
創
り
あ
げ
る
「
改
政
」

を
へ
た
。
こ
の
た
び
維
新
い
ら
い
三
十
年
、
欧
米
に

範
を
と
っ
て
知
識
を
世
界
に
も
と
め
、
鋭
意
努
力
し

て
現
在
の
発
展
を
見
た
の
だ
と
い
う
。
西
洋
近
代
の

国
民
国
家
の
建
設
に
励
ん
で
見
る
べ
き
成
果
を
挙
げ

え
た
と
い
う
自
信
に
あ
ふ
れ
た
一
一
一
一
口
辞
な
の
だ
が
、
そ

の
経
験
は
ア
ジ
ア
の
ど
の
国
に
と
っ
て
も
有
用
な
も

F
h
u
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の
存
と
し
て
、

こ
う
続
け
る
。

今
は
則
ち
実
字
交
通
、

舟
車
比
隣
し
、

而
し
て

上
沢
.
内
の
国
勢
、

亦
た
各
お
の
盛
衰
有
り
。
設
れ

立
ハ
の
相
を
楽
《
て
新
た
に
す
る
の
凶
、
此
れ
を

之
れ
時
変
に
通
ず
と
謂
う
足
。
型
詔
に
又
た
五

倫
の
道
は
、
担
宗
の
遺
訓
に
し
て
、

今
に
通
し
て
謬
ま
た
ず
、

之
れ
を
古

之
れ
を
中
外
に
擁
し

て
惇
ら
ず
と
云
う
。

日
疋
れ
即
ち
孔
子
の
一
一
一
一
口
う

損
益
す
る
所
、

あ

あ

可
き
」
身
な
り
失
。
鳴
呼
、

や

日
新
必
ま
ず
、

「
凶
る
所
あ
り
、

乾
綱
は L:r;-

広 i長
ふE
1委く知
ソ、る

新
政
の
美
は
、

将
に
相
い
継
ぎ

て
窮
ま
る
こ
と
無
か
ら
ん
と
す
。
維
新
史
第
一

一
編
を
作
る
。

『
論
一
次
己
為
政
篇
の
一
品
で
あ
る

「
因
る
所
あ
り
、

出
益
す
る
所
、

百
位
も
知
る
可
し
」

明
治
維
新
の
変
革
が
時
代
の
必
要
に
応

じ
た
歴
史
の
正
当
な
発
展
の
コ

i
ス
に
沿
っ
た
も
の

で
あ
り
、
他
の
国
々
も
こ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
ろ

う
と
の
確
信
の
披
縫
な
の
で
あ
る
。

を
引
い
た
と
一
一
一
一
口

う
こ
と
は
、

中
国
の
改
革
に

資
す
る
た
め
と
は
明

Z
せ
ぬ
が
、

行
間
に
そ
の
臭
い

が
漂
っ
て
い
る
こ
と
は
守
口
勿
に
見
て
と
れ
よ
う
。

さ
ら
に
、
凡
例
に
お
い
て
「
奉
行
・
改
所
・
株
式
」

な
ど
は
中
国
の
言
葉
に
換
え
よ
う
が
な
い
の
で
そ
の

ま
ま
川
い
て
注
釈
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
と
言
っ
て

い
λ
九

「
奉
行
・
改
所
」

さ
て
お
き
、

と
い
っ
た
特
有
の
制
度
は

「
株
式
」

と
い
っ
た
舶
来
の
新
事
物
は

こ
れ
は
高
度
な
賛

断
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、

詐
と

5
っ
て
よ
い
。

石
井
の
「
自
叙
」
に
は
こ
う
一
一
っ
て
い
る
。
乙
未

丙
申
(
一
八
九
五

1
.
八
九
六
)
の
問
、
林
権
助

欽
ぷ
に
従
っ
て
説
…
京
に
括
た
と
き
、
「
時
事
に
感
ず

る
有
り
て
本
書
を
著
し
、
以
て
王
大
臣
等
の
諸
公
に

贈
っ
た
」
。
い
ま
善
隣
訳
書
館
が
多
く
の
書
を
編
ん

で
「
そ
れ
を
治
韓
に
輸
し
、
そ
の
文
化
を
助
け
よ
う

し
て
い
る
」
(
こ
こ
の
「
文
化
」
は
「
文
明
的
発
展
」

と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
)
。
本
書
が
両
国
に
伝
わ
り
、

「
兵
制
の
改
不
」
に
役
立
て
ば
白
分
の
素
志
も
酬
い

ら
れ
る
の
で
、
原
稿
に
子
を
入
れ
て
提
供
す
る
こ
と

に
し
た
、
と
。
も
と
も
と
清
国
の
兵
制
改
革
に
た
い
す

る
助
一
口
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
を
、
善
隣
訳
書
館
の

創
業
趣
旨
に
適
う
も
の
と
し
て
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
す
る

と
い
う
わ
け
で
あ
る
口
こ
れ
に
は
校
訂
者
と
し
て

「
協
修
」
王
治
本
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
王
某
は
後
出
の
王
黍
国
明
経
で
あ
る
。

H

訳
書
H

館
の
川
意
の
周
到
さ
を
う
か
が
え
よ
う
。

内
容
は
、
巻
上
「
高
等
戦
法
学
」
で
は
、
国
軍
運

川
法
(
戦
略
学
)
、
編
成
法
(
軍
制
学
)
、
給
養
法
、

持
兵
法
を
説
い
て
お
り
、
巻
下
「
初
等
戦
法
学
」
で

は
、
行
軍
・
戦
軍
・
恥
.
V

阜
、
軍
紀
、
教
育
、
訓
練
を

論
じ
て
い
る
。
戦
後
に
敵
国
の
軍
隊
の
改
革
の
た
め

の
提
案
を
行
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
勝
者
の
い

つ
ま
り
、

明
治
日
本
の
達
成
を
媒
介

κ近
隣
諸
国
へ
と
伝
え
ら

れ
る
べ
き
も
の
と
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

善
隣
訳
書
館
が
設
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
所
以

は
、
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
い
で
、

者

『
国
家
学
』
。

「
著
作

こ
れ
は
奥
付
で
は

と
な
っ
て
い
る
が
、

吾
妻
兵
治
」

よ
う
に
ド
イ
ツ
の
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ

封
面
に
記
す

(
徳
田
伯
嵩
知
理
、

L
-

。・∞一
C
H凶
作

ω
の一戸口)
の
草
官
室
田
(
ロ
ミ
ミ
h
n
b
q

句、。、
'
4
~
門司、『旬、。

」号、

cm之
江
~
ぇ
ミ
門
戸
川
市
コ
ム
)

の
訳
書
で
あ
る
。

そ
れ
も
、

平
田
東
助
・
平
塚
定
二
郎
が
和
訳
し
た

『
国
家
論
』

(
春
陽
堂
、

一
八
八
八

l

一
八
九

O
年
)

を
さ
ら
に

漠
訳
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

「序」

ω

そ
の

は

こ
う
一
一
一
日
っ
て
い
る
口
国
家
の
何
物
た
る
か
を
続
ぜ
ざ
る

よ
り
大
な
る
は
莫
し
失
。
有
し
く
も
善
く
之
れ

を
弁
ず
れ
ば
、

一
一
回
の
憂
、

別
ち
主
は
虐
げ
ず
下
は
乱
れ
ず
、

協
心
毅
力
し
て
、
共
に
富
強
を
図
る
。
国
旺

ん
な
ら
ざ
ら
ん
と
欲
す
と
難
ど
も
、
山
一
旦
に
得
可

け
ん
哉
。
古
来
、
西
人
特
に
科
目
を
立
て
、
以

て
之
れ
を
講
究
し
、
名
づ
け
て
国
家
学
と
白
う
。

其
の
著
書
の
世
に
公
に
さ
る
る
者
、

少
し
と
為

さ
ず
失
。

而
し
て
徳
人
の
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
氏
、

集
め
て
之
れ
を
大
成
し
た
れ
ば
、

欧
美
列
国
、

競
い
て
訳
し
争
い
て
講
じ
、

権
し
て
以
て
大
宗

と
為
す
。

近
代
的
な
富
強
の
国
を
建
て
る
に
は
、

国
家
学
を

対
手
国
の
向
上
に
た

た
ず
ら
な
擾
越
感
は
窺
え
ず
、

い
す
る
真
撃
な
誠
意
が
見
て
と
れ
る
こ
と
は
十
分
に

注
意
さ
れ
て
よ
い
。
著
者
の
石
井
忠
利
に
つ
い
て
は
、

本
書
に
記
さ
れ
た
こ
と
以
上
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ

マ
令
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
善
隣
訳
書
館
を
立
ち
上
げ
た

当
事
者
た
ち
が
日
本
の
成
功
例
と
し
て
提
示
す
べ
し

と
考
え
た
も
の
は
、
ま
ず
、
維
新
・
国
家
・
軍
隊
・

警
察
、
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
さ
き
の
内
藤
湖
南
と

蒋
国
亮
と
の
談
話
に
照
ら
し
て
も
、
妥
当
な
線
だ
っ

た
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、

四
点
の
書
籍
を
作
成
し
お
え
た
善
隣
訳
書

館
は
、
一
八
九
九
年
末
に
販
路
を
確
立
す
べ
く
、
代

表
者
の
松
本
正
純
と
幹
事
の
吾
妻
兵
治
を
上
甑
に
派

遣
し
た
。
白
岩
龍
平
の
日
記
出
で
は
、
一
九

O
O年

一
月
五
日
に
「
吾
妻
兵
治
が
善
隣
訳
書
館
の
こ
と
で

来
申
(
申
は
上
海
の
別
称
)
し
た
」
と
あ
り
、
七
日

に
は
吾
妻
が
、
八
日
に
吾
妻
と
松
本
が
白
岩
を
訪
れ

て
い
る
。
十
四
日
、
白
岩
は
日
本
へ
と
向
か
う
船
中

で
吾
妻
た
ち
が
贈
っ
た
「
大
日
本
維
新
史
上
下
二
冊

を
読
破
」
し
て
い
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
感
想
ま
で

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
白
岩
は
近
衛
篤
麿
の
側
近
で

日
清
門
船
等
、
中
国
で
の
実
業
経
営
に
つ
と
め
、
東

亜
同
文
会
の
理
事
長
に
も
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

松
本
・
吾
妻
の
訪
華
は
中
国
側
に
も
注
目
さ
れ
た
。

上
海
の
大
新
聞
ヱ
ヤ
報
』
は
、
戦
勝
後
の
日
本
が
口

、

学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
最
高
の
達
成
は
ブ
ル
ン

チ
ュ
リ
の
そ
れ
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ

う
続
け
る
。

五
口
問
も
亦
た
之
れ
を
訳
し
、

く
、
其
の
政
治
民
知
日
に
緯
縞
す
る
こ
と
、
浅
鮮

な
ら
ざ
る
な
り
。
蓋
し
ブ
氏
の
説
、

伝
承
海
内
に
遍
ね

公
に
し
て

偏
よ
ら
ず
、

正
に
し
て
激
し
か
ら
ず
、

我
が
亜

細
亜
人
に
お
い
て
鴻
益
有
り
て
小
弊
無
き
も
の

と
謂
う
可
し
。
本
館
そ
の
書
を
首
に
訳
せ
し
は
、

実
に
此
を
以
て
な
り
。
学
ぶ
弘
知
一
其
の
意
を
求
め
、

其
の
文
を
略
に
し
、

其
の
得
る
所
を
体
し
て
以

己
に
し
て
馬
を
政
に
施
せ
ば
、

其
の
国
家
幾
み
て
箆
む
可
し
失
。

て
戸
付
い
、

則
ち

-52-

日
本
は
そ
れ
に
よ
っ
て
新
し
い
国
家
体
制
の
確
立

ア
ジ
ア
の
諸
国
の
改
革
に
と
っ
て
、

に
成
功
し
た
。

そ
の
学
説
が
大
い
に
役
立
つ
・
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確

実
だ
か
ら
、
そ
の
核
心
を
把
握
し
て
実
施
に
つ
と
め

よ
と
一
一
一
日
う
の
で
あ
る
。

も
う
一

『
戦
法
学
』
仰
は
石
井
忠
利
の
著
書

一〉
の

-

-

J
、‘、

」
ム
カ

「
小
題
」

石
井
忠
利
著
」

王
治
本
訂
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

が
軍
人
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、

元
帥
侯
爵
犬
山
巌
」

本
文

「
日
本

の
つ
ぎ
に
は

時
百
十

善
隣
訳
書
館

臼
Y
E
e
r、吋叫り

r
n
z
tノ
一
ノ
仁
川
可

「
清
国

力
的
乞
ο
7

e
T
ι
L
V

，un
p
 

石
井

巻
頭
に

の
題
字
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
笑
亥
夏

題
字
は

「
博
約
得
要
」

の
四
字
で
あ
る
。

司
馬
遷
の

「
侍
に
し
て
要
少
な
し
」
を

儒
家
に
た
い
す
る
議
辞

シ
ア
の
侵
出
に
対
抗
す
る
す
る
た
め
に
中
国
を
強
盛

に
し
て
親
交
を
深
め
る
策
を
取
る
に
い
た
っ
た
こ
と

を
指
摘
し
、
善
隣
訳
書
館
の
設
立
は
そ
の
証
左
で
あ

る
と
し
て
こ
う
論
じ
た
叩
。

夫
れ
中
国
料
開
の
使
は
途
に
絶
え
ず
、
出
洋
の

学
生
は
導
く
に
新
法
を
以
て
し
、
同
文
の
会
は

極
意
振
興
し
、
朝
野
上
下
の
問
、
蓋
し
日
と
し

て
中
国
を
匡
表
し
て
振
興
す
る
こ
と
を
以
て
当

務
の
急
と
為
さ
ざ
る
は
無
し
突
。
独
り
文
入
学

士
に
歪
り
て
は
、
既
に
し
て
尺
寸
の
柄
の
朝
に

立
ち
て
宏
設
を
行
ぶ
る
無
く
、
又
た
中
国
に
仕

え
て
客
卿
と
為
り
以
て
定
材
晋
用
の
効
を
符
す

る
こ
と
能
わ
ず
。
震
蕗
.
待
問
、
計
は
惟
だ
是
れ

広
く
書
籍
を
訳
し
、
東
西
各
国
の
良
法
美
意
を

得
て
、
漸
漸
に
華
人
の
深
悉
す
る
所
と
為
し
、

亦
た
以
て
之
を
し
て
日
に
有
功
を
起
さ
す
に
足

ら
し
む
る
の
み
と
す
。

こ
れ
は
、
日
清
戦
争
後
に
お
い
て
中
国
が
西
洋
近

代
文
明
を
摂
取
す
る
に
さ
い
し
て
の
日
本
の
位
置
、

そ
し
て
当
時
の
精
神
的
風
土
の
な
か
で
の
善
隣
訳
書

館
の
役
割
を
よ
く
説
き
明
か
し
た
記
事
で
あ
る
。
こ

れ
に
続
け
て
創
立
者
と
し
て
重
野
安
線
、
一
ニ
島
毅
、

岸
田
吟
香
、
亀
谷
行
、
務
生
霊
堂
、
吾
妻
兵
治
、
松

本
正
純
の
名
と
、
中
国
が
「
借
鑑
の
資
」
と
す
る
に

た
る
「
名
一
一
一
一
口
結
論
」
の
書
「
兵
法
学
、
国
家
学
、
日

本
警
察
新
法
、
日
本
維
新
史
四
待
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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こ
れ
ぽ

を
体
し
て

「
新
法
を
我

「
朝
廷
敦
躍
の
心
」

も
の
で
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
一

が
中
国
に
恵
む
」

致
し
て
精
励
で
き
る
の
な
ら
、

国
が
勃
興
す
る
の
は

と当
、鉄

嵯ゐこだ
乎あうと
房長結言
乎ぷい

昨
国
の
及
ば
ざ
る
を
指
摘
し
た
あ

同
に
走
れ
文
士
な
り
。

日
人
に
在

り
て
は
祇
だ
君
国
有
り
て
、

其
の
他
を
知
ら
ず
。

其
れ
君
万
の
中
朝
と
聯
絡
せ
ん
と
欲
す
る
を
見

れ
ば
、
則
、
ち
即
ち
に
諸
帯
一
一
日
を
訳
述
し
、
以
て

中
朝
の
耳
目
を
啓
き
、
輔
箪
唇
歯
、
組
い
借
り

中
国
の
文
人
の
若
き
、

相
い
依
る
。

君
国
に

心
あ
る
者
固
よ
り
多
し
。

う
所
の
如
く
、

然
れ
ど
も
以
上
に
云

二
十
一
行
省
を
合
す
る
の
中
、

亦
た
復
た
彼
を
以
て
此
を
例
と
す
る
も
の
少
な

か
ら
ず
。

其
れ
亦
た
日
本
に
如
か
‘
さ
る
こ
と
多

議-;，多

目l'な
{第tJ.る

懐:に
む、

と
天
下
の
事
尚
お
為
す
可
き
乎
。

資
生
の
痛
笑
流
沸
す
る
が

の
み

如
く
長
大
息
を
禁
ぜ
ざ
る
己
。

害
規
例
、
皮
ぴ
設
館
の
縁
始
、

至
り
で
は
、

館
中
一
切
の
訳

舘
友
の
街
名
に

印
し
て
成
書
有
れ
ば
、
蕊
に
賛
述

せ
ず
。

「
以
上
に
一
五
う
所
」
一
広
々
と
は
中
国
の
人
心
が
一

で
な
い
こ
と
を
指
す
。
そ
の
さ
い
、
康
梁
は
「
逆
党
」

と
指
弾
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
と
は
距
離
を
お
い
た
改

革
が
怨
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

竜
野
安
探
(
成
斎
)
は
、

『
申
報
』
最
初
の
報
道
巾

ロ
!
?
の
滅
亡
に
よ
り
乱
れ
き
っ
た
西
洋
が
「
其
の

後
世
運
漸
く
緒
に
就
き
、
一
変
し
て
封
建
と
為
り
、

再
変
し
て
立
憲
と
為
り
、
共
和
と
為
り
、
昔
時
兇
残

の
俗
、
蕩
然
と
し
て
速
を
数
め
た
」
と
、
そ
の
歴
史

を
繍
話
し
て
現
在
の
経
盛
が
「
人
民
が
自
主
の
志
行

を
有
す
る
に
由
る
」
こ
と
を
確
認
し
、
盛
衰
興
亡
の

極
ま
り
な
き
を
指
摘
し
つ
つ
、
「
然
り
と
援
も
、
有

も
斯
民
に
志
有
る
者
、
亦
た
何
ぞ
カ
を
救
済
に
致
さ

ざ
る
可
け
ん
哉
」
と
結
ぶ
。
こ
の
文
章
に
た
い
し
て
、

中
村
正
直
(
敬
字
)
は
「
一
結
、
筆
力
千
鈎
」
と
の

一
計
訴
を
あ
た
え
て
い
る
。
間
入
社
で
学
ん
で
い
る
の

だ
か
ら
、

H

白
主
一
H

の
精
神
へ
の
着
目
は
い
た
っ
て

白
然
な
こ
と
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
こ
れ
が
前

述
の

J
F
か
ら
の
H

提
出
m
と
ス
ム
ー
ス
に
む
す
び
っ

く
こ
と
は
見
や
す
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

の
ち
、
官
界
に
入
り
、
一
八
七
七
年
に
ま
ず
文
部

折
、
つ
い
で
一
八
八
.
一
年
に
外
務
省
に
人
っ
た
。
外

務
符
で
は
翻
訳
事
務
に
た
ず
さ
わ
り
、
一
八
九

O
年

に
陸
軍
教
筏
と
な
っ
た
。
一
八
九
六
年
に
「
依
願
免

官
」
し
て
い
る
が
、
亜
細
亜
協
会
に
か
か
わ
っ
た
の

は
外
務
省
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
善
隣
訳
書
館
を
創

設
す
る
の
は
、
陸
軍
を
退
い
た
あ
と
二
年
あ
ま
り
を

絞
た
一
八
九
八
年
十
月
の
こ
と
で
あ
る
。
創
設
に
あ

た
っ
て
板
煩
退
助
伯
爵
・
小
村
寿
太
郎
外
相
に
相
談

し
、
賛
成
を
得
て
外
務
省
の
「
機
密
費
弐
千
円
」
を

も
ら
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
自
身
の
国
家
学
、
重
野
の

で
は
善
隣
訳
書
館
の
創
設
者
、
王
仁
乾
(
傷
斎
)
の

書
翰
仰
で
は
主
筆
、
と
さ
れ
て
い
る
。
後
者
で
は
、

重
野
と
並
べ
て
岡
千
伺
(
鹿
門
)
・
亀
谷
行
〈
省
軒
)

も
あ
げ
て
、
善
隣
訳
書
館
は
も
っ
ぱ
ら
「
西
文
新
法

諸
書
」
を
漢
文
訳
す
る
機
構
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら

は
専
門
ご
と
に
分
け
て
訳
さ
れ
従
来
の
も
の
と
ま
っ

た
く
違
う
新
し
い
著
述
で
あ
る
こ
と
、
校
訂
者
と
し

て
招
か
れ
た
族
兄
の
王
治
本
(
黍
国
)
が
す
で
に

『
植
物
学
』
を
訳
出
し
印
刷
に
付
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
、
上
海
で
は
岸
田
吟
香
の
楽
善
堂
に
託
し

て
売
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
王
仁
乾
の
別
の
書
翰
聞
で
は
、
「
松
本
正

純
・
吾
妻
兵
治
二
氏
が
訳
成
せ
る
『
大
日
本
維
新
史
』

『
日
本
讐
察
新
法
』
『
戦
法
学
』
吋
一
国
家
学
』
の
諸
書

を
携
え
て
来
一
穏
(
躍
は
上
海
の
別
称
)
し
、
売
り
さ

ば
こ
う
と
し
て
い
る
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
善
隣

訳
書
館
は
い
ま
や
、
松
本
・
吾
妻
を
派
遣
し
て
本
格

的
な
営
業
活
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

あ
る
辞
典
叫
に
よ
れ
ば
、
松
本
正
純
(
一
八
六
六
!

?
)
は
和
歌
山
県
の
人
、
一
二
島
中
洲
の
門
下
、
て
八

九
九
年
に
「
重
野
安
鐸
、
岸
田
吟
香
と
謀
り
善
隣
訳

書
館
を
創
設
し
、
政
府
の
補
助
を
得
て
新
書
を
翻
訳

し
て
始
め
て
支
那
に
向
て
発
行
す
D

頗
る
時
宜
に
投

じ
、
当
時
南
清
総
督
張
之
洞
・
劉
坤
一
・
李
鴻
章
等

大
に
其
挙
を
賛
し
普
及
流
る
る
が
如
し
。
為
め
に
新

維
新
史
等
を
印
刷
し
終
え
、
「
数
万
部
」
を
携
え
て

の
渡
華
の
運
び
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

上
海
で
は
ま
ず
「
総
統
李
鴻
章
」
に
会
っ
た
と
こ

ろ
、
李
は
そ
の
挙
を
よ
ろ
こ
ん
で
若
干
部
を
買
い
上

げ
て
く
れ
た
制
。
前
掲
の
松
本
の
伝
で
は
「
南
清
総

督
張
之
洞
・
劉
坤
一
・
李
鴻
章
等
」
と
当
時
の
開
明

派
三
総
督
が
M
併
称
さ
れ
て
い
た
が
、
吾
妻
ら
が
清
国

訪
問
よ
り
帰
国
し
た
後
で
出
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

￥
で
は
、
た
ん
に
「
到
る
処
総
督
巡
撫
道
台
等
大
に

五
口
館
の
美
挙
を
賛
し
、
首
と
し
て
訳
書
を
買
上
げ
、

各
其
地
ト
刀
に
普
及
の
道
を
謀
り
た
り
」
と
書
か
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。
し
だ
い
に
弾
み
が
つ
い
て
潤
色

さ
れ
て
い
く
こ
と
が
分
か
る
D

ち
な
み
に
、
一
九

O

O
年
初
頭
で
い
え
ば
、
李
鴻
輩
は
両
広
総
督
(
在
広

州
)
、
張
之
洞
は
湖
広
総
督
(
在
武
昌
)
、
劉
坤
一
は

両
江
総
督
だ
が
上
京
中
で
、
五
月
に
南
京
に
返
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
訪
華
に
さ
い
し
五
口
一
安
ら
が
携
え
た
主
旨
が
、

上
海
の
吋
亜
東
時
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
善
隣
訳
書

館
条
議
引
」
日
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
「
鮒
一
一
一
一
口
」
と

ご
者
訳
凡
例
」
が
付
さ
れ
て
お
り
、
前
章
で
述
べ
た

関
本
監
舗
の
起
草
に
か
か
る
「
善
隣
協
会
主
旨
」
の

字
匂
を
若
干
改
め
て
、
吾
妻
兵
治
の
名
前
で
発
表
し

た
も
の
だ
っ
た
。
末
段
を
示
せ
ば
こ
う
で
あ
る
。

此
等
の
事
、
皆
今
日
の
急
務
と
矯
し
、
一
を
廃

す
可
か
ら
ず
し
て
、
而
し
て
更
に
一
事
の
尤
も

、

学
勃
興
の
新
語
流
行
す
る
に
至
る
。
従
て
科
挙
中
に

新
学
を
加
へ
、
及
び
留
学
生
の
吾
邦
に
群
遊
す
る
の

機
運
を
促
成
す
a

読
外
人
に
し
て
支
那
に
於
て
公

然
著
作
権
を
得
る
者
君
が
此
の
刊
蓄
を
以
て
鳴
矢
と

と
あ
る
。
い
さ
さ
か
針
小
俸
大
の
気
味
が
濃
い

す」の
だ
が
、

こ
れ
は
善
隣
訳
書
館
の
時
代
的
な
位
置
を

か
な
り
適
切
に
と
ら
え
た
説
明
に
な
っ
て
い
る
と
忠

.つ
D

松
本
に
つ
い
て
は
他
の
伝
記
を
知
ら
な
い
が
、
吾

妻
兵
治
に
つ
い
て
は
よ
り
多
く
の
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
。

こ
ん
て

『
亜
細
亜
協
会
報
告
』

H

下
か
ら
の
H

提
携
を
主
張

(二

O
O
一
年
十
二
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の
編
集
を
担
当
し
た

ア
ジ
ア
諸
国
の

し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が

月
号
)
、

「
行
略
」
間

こ
こ
で

等
に
よ
っ
て
経
歴
を

述
べ
て
お
こ
う
。

吾
妻
兵
治
(
一
八
五
一
ニ
l

一
九
一
七
)
は
、
秋
田

県
の
人
。
兵
治
は
通
称
で
詳
を
勝
升
と
い
い
、
解
軒

と
号
し
た
。
伯
父
の
名
儒
根
本
通
明
に
学
び
、
つ
い

で
藩
学
の
明
徳
館
で
学
ん
だ
。
維
新
後
の
一
八
七
二

年
、
秋
田
県
共
和
塾
に
入
っ
て
英
学
を
修
め
、

羽
リ
々

年
九
月
に
は
秋
田
県
立
太
平
学
校
の
英
語
教
員
に
な
っ

て
い
る
D

半
年
あ
ま
り
で
辞
職
、

上
京
し
て
中
村
正

直
の
向
入
社
に
入
り
、
漢
学
・
英
学
を
学
ん
だ
。
卒

同
社
の
漢
語
・
英
語
の
教
員
と
な
り
、
評
論

の
編
集
仰
を
兼
ね
た
。

業
後
、

誌
『
向
入
社
文
学
雑
誌
』

一
八
七
六
年
に
発
表
し
た

「
読
西
史
」

ω
で
は
、

急
馬
な
る
者
有
り
。
新
蓄
を
訳
述
し
て
以
て
両

国
の
土
庶
を
啓
迫
す
る
者
、
是
れ
な
り
。
:
:
:

然
れ
ば
則
ち
之
を
如
何
し
て
可
な
る
や
。
亦
た

惟
だ
他
邦
の
実
学
を
博
採
し
て
以
て
其
の
才
識

を
長
じ
、
以
て
其
の
知
見
を
啓
か
ん
の
み
。
其

の
法
は
我
国
及
び
泰
西
有
用
の
諸
書
を
訳
述
し
、

近
位
の
新
説
を
芳
求
し
て
以
て
之
を
伝
話
す
る

に
如
く
は
莫
し
。
彼
を
使
て
新
知
臼
を
一
感
発
し
、

時
務
に
通
暁
す
る
を
得
し
む
れ
ば
、
則
ち
旧
習

街
弊
自
然
と
紘
一
属
革
し
、
而
し
て
富
強
文
明
の
功
、

期
し
て
践
つ
可
し
。
五
口
傍
窃
に
此
に
見
る
有

d

-

れ

り
、
国
り
て
新
世
一
回
を
訳
述
し
て
以
て
諸
を
消
韓

に
愉
し
、
以
て
善
隣
の
誌
を
表
さ
ん
と
欲
す
o

u
疋
れ
同
志
を
糾
合
し
て
本
館
を
創
立
せ
し
所
以

な
り
問
。

'
い
し
掲
の
善
隣
訳
書
館
刊
行
書
の
序
一
一
一
一
口
が
こ
の
主
旨

に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
賢
一
一
一
一
口
を
要
し
な
い

で
あ
ろ
う
。

一-00一一

吾
妻
ら
の
訪
事
は
、
も
ち
ろ
ん
刊
行
書
の
販
路
確

保
の
た
め
で
あ
っ
た
が
、
よ
り
根
本
的
な
課
題
と
し

て
泌
賊
版
の
防
止
問
題
が
あ
っ
た
。
「
開
業
趣
意
書
」

の
冒
頭
で
「
成
功
に
就
て
の
こ
個
の
疑
問
」
を
あ
げ

る
の
だ
が
、
第
一
の
問
題
は
こ
う
で
あ
る
。

即
ち
清
国
に
は
未
だ
版
権
法
の
制
定
あ
ら
ざ
る

が
故
に
、
資
本
を
投
し
て
出
版
せ
し
書
籍
も
彼

国
に
輸
送
す
る
と
同
時
に
上
海
辺
に
て
翻
刻
発



沼
せ
ら
る
る
と
き
は
、
折
角
の
経
営
も
之
れ
が

為
め
徒
労
失
敗
に
帰
せ
ざ
る
を
得
ず
。
在
れ
ば

消
国
に
於
て
是
非
と
も
版
権
を
得
る
の
必
要
あ

れ
り
。

来
・
し
て
能
V
く
此
目
的
を
達
し
得
べ
き
や
否

や
。
日
疋
れ
其
一
な
り
。

岡
本
監
輔
『
万
国
史
記
』
の
海
賊
版
が
三
十
万
部

も
出
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
京
都
大
学

人
文
科
学
研
究
所
蔵
本
は
ま
さ
に
そ
の
海
賊
版
で
あ

る
こ
と
は
前
章
で
も
触
れ
た
。
京
都
大
学
文
学
部
に

は
一
揖
の
竜
野
安
鐸
『
大
日
本
維
新
史
』
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
の
だ
が
、
雨
苫
は
字
体
を
は
じ
め
、
罫
・

版
耐
の
大
き
さ
、
一
行
の
字
数
な
ど
皆
異
な
っ
て
い

る
。
国
名
表
記
が
「
米
。
露
・
独
・
仏
・
伊
」

-
宇
品
、

と
日
本
式
な
の
に
た
い
し
、

他
は
「
美
・
俄
・
徳
・

法
・
意
」
と
中
図
式
で
あ
り
、
ま
た
語
法
上
で
も
た

と
え
ば
「
条
約
改
正
之
事
成
金
大
」
が
「
改
正
条
約
事

始
成
失
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
鳴
り
す
れ
ば
、
後
者

が
治
国
で
翻
刻
さ
れ
た
海
賊
版
だ
と
み
て
よ
い
。

と
こ
ろ
が
、
案
ず
る
は
生
む
よ
り
易
し
、
こ
れ
は

五
日
ぃ
安
ら
が
渡
請
す
る
と
鏑
単
に
解
決
し
た
。
清
国
の

行
憲
が
善
隣
訳
書
館
の
た
め
に
、
特
に

ん
よ
を
発
布
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
入
治
主

義
的
解
決
の
問
題
性
に
つ
い
て
は
、
今
は
置
こ
う
。

と
に
か
く
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
に
は
総
督

ら
の
買
い
上
げ
に
よ
る
普
及
協
力
ま
で
行
わ
れ
た
と

「
翻
刻
禁
止

し
た
ら
、

地
庁
官
に
よ
る
禁
令
措
置
は
簡
単
だ
っ
た

「
彼
の
悶
朝
野
の
一
一
治
問
を
悼
」
「
我
れ
将
来
彼

れ
の
出
版
業
を
独
占
す
る
こ
と
」
ま
で
も
企
図
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
こ
の
事
業
が
「
国
家
的

に
し
て
営
利
、
営
利
的
に
し
て
国
家
、
国
家
的
と
営

利
的
と
互
に
首
尾
を
為
す
」
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、

み
ず
か
ら
の
商
業
活
動
の
進
展
と
臼
本
の
酒
家
的
発

展
と
を
き
わ
め
て
自
然
に
結
び
つ
け
て
い
た
こ
と
に

注
意
を
引
か
れ
る
倒
。

そ
の
中
の
「
目
論
見
査
一
日
」
闘
に
は
、
一
株
五
十
円
、

八
七
四
千
株
、
資
本
総
額
二
十
万
円
の
株
式
会
社
設
立

が
打
ち
だ
さ
れ
て
い
る
。
第
一
回
払
込
額
は
一
株
五

十
円
の
四
分
の
一
、
計
五
万
円
と
さ
れ
、
内
、
善
隣

ぷ
窓
口
館
譲
受
費
に
九
千
九
百
五
十
円
、
本
館
浩
家
等

費
に
.
一
千
円
、
上
泌
支
局
借
家
等
費
に
一
千
円
、
創

業
費
.
ム
ゲ
U
円
、
そ
れ
に
新
喜
一
ニ
十
五
積
著
訳
出
版
費

(
.
縄
、
，
千
円
の
割
合
)
二
一
万
五
千
円
、
予
備
費

.
千
五
.fU
五
十
円
と
さ
れ
た
。

一
新
喜
三
ト
五
穏
の
刊
行
に
つ
い
て
の

し
て
、

「
営
業
設

司
東
ア
ジ
ア
研
究
叢
書

1

・匝i
に
ち
が
い
な
い
。

そ
の
よ
・
2
な
協
力
関
係
が
生
み
だ

さ
れ
た
時
代
背
景
は
こ
う
だ
つ
た
。

日
疋
れ
蓋
し
二
十
七
八
年
戦
役

(
日
清
戦
争
)

の

彼
れ
大
に
吾
邦
に
信
頼
す
る
の
窓
を

起
す
に
由
る
と
難
も
、
五
口
館
が
国
家
的
事
業
と

し
て
既
に
政
府
の
補
助
金
を
得
、

結
果
、

従
て
在
清

我
か
各
領
事
が
熱
心
交
渉
す
る
に
非
ざ
る
よ
り

い

ず

〈

ん

に

わ

か

は
、
駕
ぞ
還
に
此
に
至
る
を
得
ん
や
問
。

戦
勝
国
に
た
い
し
戦
敗
因
が

「
大
に
信
頼
す
る
の

を
起
し
た
と
い
う
の
は
、

A
ふ」
と
だ
と
思
う
が
、

亜
会
の
例
で
み
た
よ
う
に
、

あ
ま
り
例
の
な
い
こ

こ
の
と
き
に
は
亜
細
亜
協
会
や
東

明
ら
か
に
そ
の
よ
う
な

事
態
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
「
政
府
の
補
助
金
」

は
、
外
務
省
の
二
千
円
の
機
密
費
の
こ
と
だ
ろ
う
。

第
二
の
問
題
は
東
ア
ジ
ア
文
明
の
中
心
に
位
し
て

き
た

H

中
華
意
識
H

の
問
題
で
あ
る
D

内
を
尊
び
外
を
卑
む
は
支
那
人
の
天
性
な
り
。

外
国
に
て
翻
訳
せ
し
書
籍
を
、
彼
れ
果
し
て
購

求
す
る
や
否
や
。
日
疋
れ
其
こ
な
り
。

総
督
ら
の
協
力
が
こ
れ
の
解
決
に
と
っ
て
の
重
要

な
一
法
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
し
て
、

よ
り
以
上
に
大
事
な
の
は
知
識
人
の
積
極
的
な
姿
勢

で
あ
っ
た
。
吾
妻
、
り
が
接
触
を
も
っ
た
一
人
は
、
変

法
の
推
進
者
と
し
て
戊
成
政
変
後
に
免
職
さ
れ
、
難

を
上
海
租
界
に
逃
れ
て
い
た

「
前
内
閣
侍
読
文
足
式
」

で
あ
る
。

計
」
閣
は
、
こ
う
で
あ
る
。
一
部
の
紙
数
大
抵
二
百

枚
以
下
と
し
、
一
部
の
出
版
費
は
平
均
二
十
銭
、
五

千
部
を
印
刷
し
て
そ
の
費
用
は
一
千
円
、
一
一
一
十
五
種

で
計
三
万
五
千
円
で
あ
る
。
売
価
(
こ
れ
は
後
の
説

明
に
照
ら
せ
ば
卸
値
で
あ
る
)
は
最
低
四
十
銭
と
し
、

印
刷
五
千
部
の
う
ち
三
分
の
こ
が
売
れ
る
と
し
て
三

十
五
種
の
総
利
益
は
こ
万
三
千
三
百
二
十
四
円
と
見

込
ま
れ
る
。
内
、
東
京
本
館
・
上
海
支
局
の
必
要
経

費
と
し
て
年
一
万
二
千
円
を
差
し
引
い
た
純
益
は
一

万
一
千
三
百
二
十
四
円
と
な
る
。
そ
の
六
割
を
株
主

配
当
金
、
一
一
割
を
賞
与
に
充
て
、
一
一
一
割
を
積
立
金
・

繰
越
金
等
に
充
て
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
営
業
説
明
」
却
で
は
こ
の
計
画
の
実

現
性
が
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度

か
ら
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
初
版
五
千
部
印

刷
は
臼
本
に
く
ら
べ
て
過
多
に
見
え
よ
う
が
、
初
版

一
万
部
を
見
込
め
る
市
場
な
の
だ
か
ら
問
題
は
な
い

と
し
、
ま
た
、
日
本
で
維
新
後
に
読
者
数
が
急
増
し

(
制
霞
山
会
研
究
助
成
図
書
)

阿

部

純
、

文
廷
式
は
、

(
読
書

っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

科
挙
受
験
を
目
指
す
士
大
夫

人
)
は
千
人
に
一
人
、
と

と
す
れ
ば
総
人
口
四
億
に
た
い
し
て
四
十
万
人
と
な

り
、
そ
れ
を
基
に
初
版
一
万
部
以
上
の
販
路
を
確
保

で
き
る
と
の
希
望
的
観
測
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
今
後
に
お
け
る
風
気
の
開
放
・
教
育
の
普
及
は

さ
て
お
き
、

士
大
夫
以
外
の
読
書
者
を
加
え
れ
ば
、

そ
の
総
数
は
百
万
人
と
の
数
値
を
根
拠
に
し
て
の
、

も
っ
と
楽
観
的
な
推
計
も
あ
る
制
。
数
倍
そ
の
も
の

に
あ
ま
り
拘
泥
せ
ず
に
、

外
国
の
翻
訳
書
な
る
が
ゆ

え
に
排
斥
す
る
と
い
う
中
華
意
識
が
こ
の
と
き
基
本

的
に
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
見
て
お
け
ば
よ
い
。

多
数
の
留
学
生
が
派
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書
物
の
輸
入
は
も
ち
ろ
ん
、

遣
さ
れ
る
に
い
た
る
こ
と
は
、
そ
の
面
の
動
向
の
い
っ

そ
う
の
明
証
な
の
で
あ
る
。
日
清
戦
争
後
に
は
じ
ま
っ

た
日
本
へ
の
留
学
生
派
遣
は
一
八
九
六
年
に
は
わ
ず

か
に
十
三
名
だ
っ
た
の
が
、

西
太
后
新
政
の
開
始
と

と
も
に
一
九

O
二
年
に
は
約
五
百
名
に
増
え
、

科
挙

の
廃
止
と
と
も
に
一
九

O
五
年
に
は
約
八
千
名
に
激

増
し
た
の
で
あ
る
匂

そ
の
よ
う
な
機
運
に
際
会
し
て
い
る
こ
と
を
吾
妻

や
松
本
は
、

訪
華
に
よ
り
実
感
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

自
分
た
ち
の
事
業
が
十
分
に
発
展
し
う
る
と
の
彼
ら

の
報
告
に
も
と
づ
い
て
、
し
ば
し
ば
引
用
し
た
「
開

業
趣
意
書
」
が
一
九

O
一
年
の
上
半
期
に
つ
く
ら
れ

た
。
善
隣
訳
書
館
を
し
て
株
式
会
社
に
組
織
変
え
し
、

た
よ
う
に
、
清
国
で
も
北
清
事
変
の
講
和
締
結
後
に

新
政
が
開
始
さ
れ
れ
ば
、
「
我
か
明
治
初
年
に
於
け

る
『
西
洋
事
情
』
や
『
輿
地
志
略
』
発
行
当
時
の
盛

況
を
呈
す
る
や
も
知
る
べ
か
ら
ず
」
と
の
希
望
的
な

観
測
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
わ
が
館
が
す
で
に
出
版
し
た
四
種
の
書
籍

の
う
ち
、
「
就
中
殊
に
句
大
日
本
維
新
史
』
の
如
き
、

将
来
売
行
極
て
有
望
」
だ
と
し
、
「
紙
型
」
が
あ
る

か
ら
こ
れ
を
も
三
十
五
種
の
う
ち
に
加
え
れ
ば
、
最

初
か
ら
再
版
分
の
利
益
を
得
ら
れ
る
と
も
述
べ
て
い

る
問
。
注
意
す
べ
き
は
、
三
十
五
種
の
刊
行
が
株
式

会
社
発
足
の
第
一
年
度
の
計
画
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
、
か
な
り
の
無
理
を
承
知
の
計
画
だ
っ
た
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

山
側
め
て
興
味
深
い
こ
の
善
隣
訳
書
館
の
そ
の
後
に

つ
い
て
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な

い
。
吾
妻
兵
治
の
「
行
略
」
で
は
、
「
日
疋
の
時
、
彼

の
邦
の
政
綱
日
に
弛
む
。
会
ま
義
和
団
匪
の
乱
有
り
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編!

郵
小
平
亡
き
後
、
ニ
十
一
世
紀
に

臨
む
中
国
の
課
題
と
は
何
か
。
本

書
は
、
国
際
社
会
と
の
関
係
、
経

済
発
展
に
と
っ
て
の
課
題
、
国
内

の
社
会
発
展
要
閣
の
三
部
に
分
け
、

中
国
研
究
の
第
一
線
に
立
つ
九
人

の
執
筆
障
が
、
変
容
す
る
中
国
の

動
態
を
様
々
な
角
度
か
ら
分
析
。
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て
、
携
え
し
所
の
書
籍
、
率
ね
其
の
略
奪
焼
棄
す
る

わ
ず
か

所
と
な
り
、
縫
に
身
を
以
て
免
る
。
転
じ
て
福
州
に

に

h
か

到
り
、
濯
に
疾
に
躍
り
、
志
業
寛
に
是
れ
が
為
に
頓

作
す
む
向
に
惜
し
む
可
し
」
と
記
し
て
い
る
。

‘
 

M.
広
々
の
話
は
「
開
業
趣
意
書
」

義
和

に
記
す
と
こ
ろ
と

合
わ
な
い
か
ら
、

お
そ
ら
く
義
和
国
の
後
、

吾
妻
は

な
ん
ら
か
の
事
故
に
遭
い
病
気
に
な
っ
て
帰
国
し
た

宿
病
纏
綿
疹

の
だ
ろ
う
。

そ
し
て

「
君
は
帰
朝
後
、

え
ず
。

之
に
加
え
て
債
鬼
日
に
門
を
覗
い
、

復
た
如

と
記
す
の
み
だ
か
ら
、

何
と
も
す
可
か
ら
ず
」

善
隣

訳
書
館
の
事
業
が
出
折
し
た
だ
け
で
な
く
、

そ
の
後

の
五
円
安
の
生
活
は
た
い
へ
ん
に
窮
迫
し
た
も
の
だ
っ

た
ら
し
い
。

善
隣
訳
書
館
は
失
敗
し
た
口

し
か
し
な
が
ら
、

本
の
文
明
的
達
成
を
近
隣
諸
国
に
提
供
し
よ
う
と
の

こ
の
計
画
は
、

ま
さ
に
善
隣
訳
書
館
の
名
に
背
か
ぬ

も
の
で
あ
っ
た
し
、

対
等
の
関
係
を
前
提
に
自
分

た
ち
の

「
営
利
的
事
業
」
を
「
国
家
的
事
業
」

の
射

如
何
で
と
ら
え
て
実
践
し
よ
う
と
し
た
こ
の
試
み
は
注

村
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
D

そ
れ
が
の
ち
に
埋
も
れ

て
し
ま
っ
た
の
は
、

お
そ
ら
く
日
本
の
そ
の
後
の

歩
み
と
関
わ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

善
隣
訳
書
館
の

も
っ
た
歴
史
的
意
義
は
十
分
に
認
め
ら
れ
て
よ
い
だ

ろ
う
。

日

‘沼
山
『
株
式
会
社
善
隣
訳
書
館
株
式
組
織
ト
為
ス

ノ
理
由
/
目
論
見
書
/
営
業
設
計
/
営
業
説
明
』
、

即
「
章
埼
先
生
自
録
・
・
二
六
五
番
」
内
文
書
所
掲

「
善
隣
訳
書
館
開
業
趣
意
書
」
一
頁
。
以
下
、
・
「
開

業
趣
意
書
」
と
略
す
。

『
大
日
本
維
新
史
』
線
装
二
冊
、
本
文
九
十
同
一
束
。

「
明
治
三
十
二
年
己
亥
十
二
月
文
学
博
士
重
野

安
鐸
謹
接
、

『
国
家
学
h

線
装
-
一
冊
、
本
文
百
内
十
五
葉
。
「
明

治
三
十
有
二
年
六
月
善
隣
沢
書
館
幹
事
吾
妻
兵

治
議
、

『
戦
法
学
』
線
装
一

mm、
本
文
三
十
八
葉
。

中
村
義
吋
白
岩
龍
平
日
記
ア
ジ
ア
主
義
実
業
家

の
生
涯
』
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
、
三
百
内
十

八
頁
。
「
記
日
本
創
設
善
隣
訳
書
館
事
系
之
以
論
」
『
申
報
』

一
九

O
O年
一
月
十
日
。

「
善
隣
有
道
」
『
申
報
』
一
九

O
O年
一
月
八
日
。

王
仁
乾
、
第
問
書
翰
『
注
鹿
年
制
友
書
札
』
第
一

巻
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
内
十
二
J

頁。

(2) (3) (5) (4) {61 (81 (7) (9) )
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王
仁
乾
、
第
八
書
翰

一
巻
、
内
十
九
頁
。

『
明
治
人
名
辞
典
』
上
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

一
九
八
七
年
(
底
本
・
・
古
林
亀
治
郎
編
『
現
代
人

名
辞
典
h

中
央
通
信
社
、
一
九
一
二
年
)
。

宮
内
黙
蔵
(
鹿
川
老
漁
)
「
吾
妻
醒
肝
君
行
略
」

『
正
康
年
師
友
者
一
白
札
』
第

j
 

''a 
・1A(
 

終

章

初
期
ア
ジ
ア
主
義
の
歴
史
的
意
義

ー
東
亜
同
文
会
の
成
立
を
め
ぐ

ア
ジ
ア
主
義
と
い
う
言
葉
に
包
ま
れ
る
内
容
に
は

き
わ
め
て
広
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
訴
は
時
代
に
よ
っ

て
さ
ま
さ
ま
な
意
味
合
い
で
使
わ
れ
て
き
た
。
と
り

わ
け
十
五
年
戦
争
期
に
侵
略
を
覆
い
か
く
す
形
で
大

ア
ジ
ア

E
義
が
高
唱
さ
れ
、
さ
ら
に
大
東
亜
共
栄
問

と
し
て
抑
圧
構
造
を
物
質
化
し
た
統
治
実
体
が
出
現

し
た
た
め
、
戦
後
に
は
ア
ジ
ア
主
義
そ
の
も
の
が

川
散
央
さ
を
と
も
な
っ
て
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た。
本
絹
は
、
見
ら
れ
る
と
お
り
、
興
亜
会
か
ら
善
隣

訳
書
館
に
い
た
る
ま
で
の
初
期
ア
ジ
ア
主
義
史
を
点

陥
的
に
取
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
口
そ
れ
ら
は
み
な

H
m
m
亜
H

を
そ
の
組
織
結
成
の
趣
旨
な
い
し
目
標
と

し
て
も
つ
同
体
な
の
で
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
と
一
一
一
一
口
っ
て

も
、
そ
の
中
心
に
は
い
ず
れ
も
中
国
が
お
か
れ
て
い

た
。
や
が
て
そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
ふ
ま
え
て
、

噌つ

て

中
期
の
ア
ジ
ア
主
義
史
で
も
っ
と
も
重
要
な
役
割
を

演
じ
た
東
亜
同
文
会
の
登
場
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

東
亜
会
と
同
文
会
が
合
併
し
て
東
亜
同
文
会
が
発

足
し
た
の
は
、
一
八
九
八
年
十
一
月
二
日
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
「
主
意
書
」
山
で
は
、
日
清
戦
争
を
兄

弟
績
に
関
ぐ
の
鶴
鮮
の
争
い
だ
っ
た
と
し
て
、
今
後

の
両
国
の
あ
る
べ
き
関
係
を
以
下
の
よ
う
に
描
き
出

し
て
い
る
。

此
時
に
当
り
て
、
上
は
即
ち
両
国
政
府
須
ら
く

公
を
執
り
礼
を
尚
び
、
益
々
邦
交
を
国
ふ
す
べ

く
、
下
は
別
ち
両
国
商
民
須
く
信
を
守
り
利
を

共
に
し
、
弥
々
隣
誼
を
善
く
す
べ
く
、
両
国
士

大
夫
別
ち
中
流
の
低
柱
と
な
り
、
須
ら
く
相
交

る
に
誠
を
以
て
し
、
大
道
を
講
明
し
以
て
と
を

助
け
上
を
律
し
、
同
じ
く
盛
強
を
底
す
べ
き
な

り
。
日
疋
れ
我
が
東
亜
同
文
会
を
設
く
る
所
以
な 、

(12) 

泰
西
路
一
一
一
一
口
集
』
敬
文
館
、

内
l
六
.
員
。
以
下
、
こ
の
「
行
略
」

に
よ
る
も
の
は
、
基
本
的
に
注
記
を
略
す
。

『
日
本
近
代
文
学
大
辞
典
』
第
五
巻
、

一
九
七
七
年
、

(
漢
文
)
『
英
漢
和
対
訳

一
九
二
三
年
、

枝
市
川
水
火

L
L
、

f
a壬
a
a
+
f

二
百
八
十
八
-
負
。

(13) (5) (14) 

(
漢
文
)
『
伺
入
社
文
学
雑
誌
』

九
年
七
月
っ
『
泰
西
格
一
一
tu
集
』
付
録
に
よ
る
。

「
行
略
」
.
五
頁
。

吾
妻
兵
治
「
品
川
隣
訳

Z
館
条
議
引
」
『
琵
東
時
報
』

一
九

0
0年
内
月
二
十
八
日
。

「
読
西
史
」

明
治

第
二
ト
一
守
、

(16) 

前
日
ヴ
六
ト
八
一
只
下
段
所
引
の
一
文
と
き
わ
め
て
よ

く
似
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

一
見
し
て
明
ら
か

だ
ろ
う
が
、

そ
れ
の
改
訂
版
で
あ
る
『
清
議
綴
』

「
善
隣
協
会
卜
よ
ど
と
は
、

-58-

第
二
号
所
載
の

ほ
と

ん
と
同
じ
で
あ
る
。

(19) n81 (I刀

「
開
業
趣
意
書
」
二
一
貝
。

「
開
業
組
怠
書
」
五
頁
、
十
四
員
。

さ
ね
と
う
・
け
い
し
?
っ
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』

く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
六

O
年
、
付
表
一
。

「
開
業
趣
怠
書
」
一
一
一
.
良
、
内
氏
。

(2司也3l(22) (21) (20) 

「
開
業
趣
怠
E
U
」
十
i
十
一
点
。

「
開
業
趣
ぷ

S
」
十
一
!
ト
-
:
氏
。

「
開
業
趣
怠
ざ
」
十
一
ア
ー
ト
ベ
只
。

こ
の
「
営
業
説
明
」
に
は
問
傾
の
書
籍
以
外
に
、

「
抗
日
館
の
定
笹
字
典
の
知
き
、
大
版
そ
千
一
一
一
斤
徐

へ
の
言
及
が
あ
る
が
、

頁
の
も
の
」

こ
の
~
子
組
(
に

つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

り
一
八
九
八
年
と
い
え
ば
、
国
際
的
に
は
清
国
が
列

強
の
勢
力
範
囲
分
割
合
戦
の
焦
点
と
な
り
、
そ
の
清

国
で
は
戊
戊
の
変
法
と
い
う
破
天
荒
な
事
態
が
ま
き

お
こ
っ
た
年
で
あ
る
。
つ
い
で
西
太
后
に
よ
る
政
変

が
お
こ
っ
て
聖
帝
が
開
閉
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
c

隣
同
で
の
こ
の
大
激
動
は
、
日
本
で
も
朝
野
の
関
心

を
つ
よ
く
引
い
て
い
た
。

政
変
後
、
お
尋
ね
者
と
な
り
日
本
に
亡
命
す
る
こ

と
に
な
っ
た
康
布
為
や
梁
啓
超
が
、
東
亜
会
員
の
宮

崎
一
泊
天
や
平
山
周
に
と
も
な
わ
れ
て
東
京
に
到
若
し

た
の
は
、
東
亜
同
文
会
の
創
立
に
さ
き
だ
つ
こ
と
、

わ
ず
か
に
一
週
間
か
ら
十
日
ば
か
り
前
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
す
で
に
、
清
朝
打
倒
…
の
不
命
を
唱
え
る
孫
文
ら

が
日
本
を
根
拠
地
に
活
動
し
て
い
た
の
に
く
わ
え
て
、

日
本
政
府
は
あ
ら
た
に
も
う
一
つ
の
外
交
問
題
を
抱

え
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
q

も
ち
ろ
ん
、
人
出

a

併
を
擁
し
て
紫
禁
城
の
内
部
で
実
際
に
変
法
を
行
っ

た
康
・
決
の
政
治
的
意
要
性
は
、
孫
文
と
は
比
較
に

な
ら
ぬ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

東
亜
向
文
会
も
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、

H

善
く
す

べ
き
隣
詑
H

を
尽
く
す
相
手
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
つ
ま
り
政
治
亡
命
し
て
き
た
お
尋
ね
者

の
康
有
為
・
掛
川
政
円
超
ら
に
た
い
し
て
い
か
な
る
態
度

を
と
る
の
か
、
と
い
う
こ
の
難
問
に
初
発
か
ら
直
面

し
た
わ
け
で
あ
る
。
政
治
亡
命
斉
と
し
て
抜
か
え
ば

-59-


